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ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
第
一
回
質
問

（
祈
り
な
が
ら
考
え
よ
う
）

１
：

で
す
か
ら
私
と
し
て
は
、
ロ
ー
マ
に
い
る
あ
な
た
が
た
に
も
、
ぜ
ひ
福
音
を
伝

15
え
た
い
の
で
す
。

１
：

私
は
福
音
を
恥
と
し
ま
せ
ん
。
福
音
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
は
じ
め
ギ
リ
シ
ア
人
に

16
も
、
信
じ
る
す
べ
て
の
人
に
救
い
を
も
た
ら
す
神
の
力
で
す
。

１
：

福
音
に
は
神
の
義
が
啓
示
さ
れ
て
い
て
、
信
仰
に
始
ま
り
信
仰
に
進
ま
せ
る
か

17
ら
で
す
。「
義
人
は
信
仰
に
よ
っ
て
生
き
る
」
と
書
い
て
あ
る
と
お
り
で
す
。

（
ロ
マ
一
章
一
五
ー
一
七
節
／
新
改
訳

）
2017

（
問
一
）
こ
こ
で
は
福
音
の
力
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
か
。

パ
ウ
ロ
が
最
初
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
と

節
で
、
福
音
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る

15

こ
と
も
参
考
に
し
ま
し
ょ
う
。

（
問
二
）
パ
ウ
ロ
が

，

節
で
述
べ
て
い
る
こ
の
手
紙
の
主
題
を
要
約
し
て
、

16

17

自
分
の
言
葉
で
表
現
し
ま
し
ょ
う
。

（
問
三
）
な
ぜ
パ
ウ
ロ
は
、
自
分
は
福
音
を
恥
と
は
思
い
ま
せ
ん
と
言
う
必
要
が

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
（
Ⅰ
コ
リ
ン
ト
１
章

-

節
参
照
）。

22

23

（
問
四
）
信
仰
は
救
い
と
義
と
に
ど
ん
な
関
係
が
あ
り
ま
す
か
。
救
い
は
ど
ん
な

人
の
た
め
に
あ
り
ま
す
か
。

〔
注
〕
こ
こ
で
「
神
の
義
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
神
が
人

の
た
め
に
備
え
て
下
さ
っ
た
義
の
こ
と
で
す
。

グ
ル
ー
プ
聖
書
研
究
（
聖
書
を
読
む
会
の
手
引
よ
り
）
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救
う
神
の
力
と
し
て
の
福
音

（
ロ
マ
一
章
一
六
ー
一
七
節
）
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J-ばいぶるGREEK 原書講読画面
ロマ 1:16

Ouv ga.r evpaiscu,nomai to. euvagge,lion( du,namij ga.r
qeou/ evstin eivj swthri,an panti. tw/| pisteu,onti(
VIoudai,w| te prw/ton kai. {Ellhni)

<文法解析ノート> Rom 1:16
@1# ouv Ouv qn 不変）否定 ～ない

@2# ga,r ga.r cs 接）従 なぜなら､というのは､すなわち､だから

@3# evpaiscu,nomai evpaiscu,nomai
vipn--1s 動）直現能欠1単 恥じる､恥ずかしく思う､恥じとする

@4# ò to.dans 冠）対中単 冠詞（この､その）

@5# euvagge,lion euvagge,lion( n-an-s 名）対中単 福音

@6# du,namij du,namij（ﾃﾞﾕナミス）n-nf-s 名）主女単 奇跡､力

@7# ga,r ga.r cs 接）従 なぜなら､というのは､すなわち､だから

@8# qeo,j qeou/ n-gm-s 名）属男単 神

@9# eivmi, evstin vipa--3s 動）直現能3単 ある､～である､～です

@10# eivj eivj pa 前）対 ～へ､まで､のために､に対して

@11# swthri,a swthri,an n-af-s 名）対女単 救い

@12# pa/j panti.
a--dm-s 形）与 全部で､すべての､どんな～でも､あらゆる､あらんかぎりの､1つも欠けが無い

@13# ò tw/| ddms+ 冠）与男単 冠詞（この､その）

@14# pisteu,w pisteu,onti( vppadm-s 分）現能与男単 信じる

@15# VIoudai/oj VIoudai,w| ap-dm-s 形）与男単 ユダヤ人の

@16# te, te cc+ 接）等位 でも～でも､それで､同様に

@17# prw/toj prw/ton abo 副序） まず

@18# kai, kai. cc 接）等 そして､～さえ､しかし､しかも､それでは､そうすれば

@19# {Ellhn {Ellhni) n-dm-s 名）与男単 ギリシヤ人

尾
山
令
仁
・
ロ
ー
マ
教
会
へ
の
手
紙
（
ロ
イ
ド
ジ
ョ
ン
ズ
・
ロ
マ
書
講
解
要
約
）
よ
り
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J-ばいぶるGREEK 原書講読画面
ロマ 1:16

<聖書翻訳比較ノート>
【新改訳2017】 私は福音を恥としません。福音は、ユダヤ人をはじめギリシア

人にも、信じるすべての人に救いをもたらす神の力です。

【新改訳改訂３】 私は福音を恥とは思いません。福音は、ユダヤ人をはじめギ

リシヤ人にも、信じるすべての人にとって、救いを得させる神の力です。

【口語訳】 わたしは福音を恥としない。それは、ユダヤ人をはじめ、ギリシヤ人

にも、すべて信じる者に、救を得させる神の力である。

【新共同訳】わたしは福音を恥としない。福音は、ユダヤ人をはじめ、ギリシア

人にも、信じる者すべてに救いをもたらす神の力だからです。

【LIB改訂】私は、この福音を少しも恥じてはいません。福音は、それを信じる

人をだれでも天国に導く、神の力ある手段です。福音は最初、ユダヤ人だけ

に伝えられていました。しかし今では、すべての国の人が同じ方法で神のもと

に招かれているのです。

【NKJV】 For I am not ashamed of the gospel of Christ, for it is

the power of God to salvation for everyone who believes, for the

Jew first and also for the Greek.

【TEV】 I have complete confidence in the gospel; it is God's power

to save all who believe, first the Jews and also the Gentiles.

【KJV】 For I am not ashamed of the gospel of Christ: for it is the

power of God unto salvation to every one that believeth; to the

Jew first, and also to the Greek.

【NIV】I am not ashamed of the gospel, because it is the power of

God for the salvation of everyone who believes: first for the Jew,

then for the Gentile.


